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研究成果の概要（和文）：アフリカに生息するグエノンの一種・ロエストモンキー(Cercopithecus lhoesti)を対象と
し、単雄複雌群を維持するメカニズムについて調べた。対象群の全個体を個体識別し、個体間関係や群れ間関係に関す
る行動学的データを収集した。その結果、オスとメスでは他群の個体に対する行動が違うこと、群れの分裂・融合など
の社会変動に応じて個体間関係を柔軟に変化させることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：I investigated about the mechanism which maintains one male - multi female group 
in l'Hoest's monkey (Cercopithecus lhoesti). I identified all the individuals of an object group, and 
collected the behavioral data about the relation between individuals, or the relation between groups. As 
a result, I found that the behavior to other group had a difference between male and female. They changed 
relation between individuals flexibly according to social changes, such as group fusion and group 
fission.

研究分野：生物学
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１．研究開始当初の背景 
霊長類の社会構造は種によって決まっており、

系統的に近い種は同じような社会構造を持って

いることが多い。オナガザル亜科に分類される

種の群れは基本的に母系の血縁個体によって構

成され、メスが生まれた群れにとどまるのに対

して、オスは性成熟をむかえる頃に群れを移籍

する。個体識別に基づく霊長類の社会学的研究

の初期から、複数のオスが群れに含まれる複雄

複雌群で個体間に比較的明確な優劣関係がある

マカクや、重層的な社会構造を持つヒヒの研究

は数多くおこなわれている。一方、群れに成熟

オスが1頭しかいない単雄複雌群を形成する森

林性グエノンについては、採食生態などの研究

はあるものの、社会行動に関する研究はあまり

おこなわれてこなかった。特に、個体識別に基

づく社会行動の研究は、Cords らがケニアのカ

カメガ森林でおこなっているブルーモンキーの

研究(例えば Cords 2007; Cords & Chowdhury 

2010)以外は皆無といってよい。その理由として、

顔による個体識別が容易なマカクなどに比べて、

グエノンは個体差に乏しく、尾の脱落など後天

的な形態的特徴以外で個体識別をするのが極め

て難しいことがあげられる。また、森林性グエ

ノンの多くは樹上性であり、植生や利用する高

さによっては顔の確認がしにくいことも影響し

ていると考えられる。 

 研究代表者は、科学研究費補助金による研究

の一環として、平成9-10年度にウガンダ共和国

カリンズ森林において 2 種のグエノン(ロエス

トモンキー、ブルーモンキー)を対象として採食

生態を研究し、ロエストモンキーが無脊椎動物

の採食に非常に長い時間を費やす特殊な食性を

もつこと、2 種が森林の異なる高さを利用して

おり、ロエストモンキーは地上性の高いグエノ

ンであることを示した(Tashiro 2006)。平成21

年度からは、2 種のグエノンを対象とした採食

戦略と形態の関連についての研究をおこなって

いる。その過程において、ブルーモンキーの群

れの分裂とロエストモンキーの群れの融合とい

う逆方向の社会変動や、群れオスの交代、基本

的には単雄群であるといわれているブルーモン

キーの群れに複数のオスが存在している状態を

観察した。さらに、ロエストモンキーの人付け

(観察者への馴致)が進むにつれ、地上性である

同種の至近距離からの観察が可能となり、群れ

の一部の個体について個体識別に基づく行動観

察ができるようになった。そこで、ロエストモ

ンキーを対象に、単雄複雌群の[オス／メス]が、

[群れの仲間／それ以外]に対して取る社会行動

を詳細に観察することによって、同種の社会構

造を明らかにし、その維持機構を解明する本研

究課題に着手した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、単雄複雌群を形成する[オス／メ

ス]が取る社会行動を比較することによって、群

れの形成と維持にそれぞれがどのように関わっ

ているのかを明らかにするのが第一の目的であ

る。具体的には、個体識別に基づく行動観察を

おこない、各個体の社会交渉(親和的交渉及び敵

対的交渉)の相手と頻度についてデータを収集

する。この社会交渉には、群れ内の個体との交

渉だけではなく、隣接群との出会い場面で生起

する行動も含まれる。対象となるロエストモン

キーの群れの場合、複数の群れが遊動域を重複

させて高密度で生息しており、2 日に 1 回程度

隣接群と出会っている。母系集団で血縁関係が

あるメスとコドモの行動は、外から移入した「一

時的滞在者」であるオスと異なるのか、「群れ」

という構造を維持するのはどの個体の行動によ

るのかを示すことによって、単雄複雌群形成に

積極的に関与するのはどのような属性を持つ個

体なのかを解明するのが目的である。 

 それを踏まえて、オナガザル亜科で報告され

ている様々な社会構造と社会行動の変異を系統

関係や生態的条件の違いから比較検討し、オナ

ガザル亜科の社会構造を決めるメカニズムとそ

の維持機構について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ウガンダ共和国カリンズ森林に

生息するロエストモンキーを対象とする。個体

識別に基づいて、社会交渉(親和的交渉及び敵対

的交渉)のデータ収集をおこなう。群れの全個体

から非侵襲的にＤＮＡ試料を収集し、血縁関係

を明らかにする。収集した行動データを個体毎



に分析し、ロエストモンキーが群れの仲間及び

それ以外の個体に対してとる社会的行動の特徴

と、それが単雄複雌群の維持にどのようにはた

らいているかを明らかにする。この結果と合わ

せて、オナガザル亜科に属する種の社会行動の

変異と系統関係、それぞれの生態的条件等を比

較し、オナガザル亜科の社会構造を決めるメカ

ニズムとその維持機構を明らかにする。 

基本的には、終日個体追跡によって行動デー

タを収集する。ロエストモンキーの群れを発見

した時点から観察を始め、移動・採食・休息・

社会交渉・その他の行動に分類して記録する。

社会交渉については、相手、交渉内容、交渉の

持続時間を詳細に記録する。群れ間の出会い場

面においては、ビデオカメラを併用し、追跡個

体以外についても行動データを収集する。群れ

間関係を分析するために、ＧＰＳを用いた遊動

域の記録と、群れ間交渉が起きた場所の特定を

おこなう。 

対象群追跡中に、個体が特定できる糞を発見

した場合に採集する。帰国後、試料からＤＮＡ

を抽出し、分析する。その結果から、群れ内の

血縁関係を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)ロエストモンキーの社会変動と社会行動 
 ここでは、ロエストモンキーの群れに1頭だ
け存在する成熟オスを「アルファオス」と表記
する。 
 
① 群れの融合と分裂 
 2009 年から観察しているロエストモンキー
の対象群(F群)では、2009年に群れの融合が観
察された。隣接する2群のアルファオスのケン
カと一方のオスの消失に引き続き、2 群のメス
間のケンカが起こり、F 群のアルファオスが群
れの間を行き来したのち、1 ヶ月後には群れが
完全に融合したと考えられる。この時、融合群
にいたアカンボウが消失した。消失の原因は不
明であるが、オスによる子殺しの可能性がある。
F 融合群は、主にもとの F 群遊動域を利用して
いた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      ※括弧内は群れ個体数 
 
F融合群は、2010年には12頭だったが、その
後、徐々に群れ個体数が減少し、2013年 9月に
は4頭になった。そのうち一部はオスの移出と
個体の死亡によると推定されたが、急激な個体
数減少の原因は不明である。 
4頭にまで減少したF融合群は、隣接群(B群)
に追随するようになった。特に、若いメス個体
が積極的に行動した。アルファオス間では攻撃
的交渉が起こり、最終的にF群オスを残して若
いメス3頭がB群に移入した。 
F群メスのB群への移入後、B群の以前のアル
ファオスが B 群の一部個体を連れて新群(M 群)
を形成した(群れの分裂)。この時、F 群由来の
メス3頭は新群へついていった。 
 
②融合群の群れ内個体間関係 
 F 融合群の個体識別をしたのち、個体間で見
られるグルーミング(親和的交渉)と敵対的交渉
について記録した。その結果、すべての個体が
異なる群れ出身の個体とグルーミングをしてお
り、親和的な社会関係を作り上げることができ
ることがわかった。敵対的交渉は稀だった。 
 M 群においても、異なる群れ出身の個体間で
グルーミング交渉が見られている。ただし、同
じ群れ出身の個体間でグルーミングの頻度がよ
り高い傾向が見られる。 
 
③アロマザリング行動 
 2013年から2014年にかけて、5例の出産が確
認された。その際、出産後の早い時期からアロ
マザリング(代理母)行動が観察された。2013年
の出産事例において、母親・新生児・代理母の
行動観察により、アロマザリング行動の意義に
ついて分析をおこなった。 
母親を対象として個体追跡したところ、2013
年 2月には母親と新生児は約4分の3の時間を
一緒に過ごし、新生児は母親に運ばれているこ
とが多かった。一方で、母親以外の個体による
アロマザリング行動もたびたび観察され、若い
メスが新生児の面倒をよく見ていた。4月から5



月の観察期間中には、新生児は母親に運ばれず
自分で移動することが多くなり、母親と新生児
が一緒にいた時間は4割以下だった。また、母
親以外の個体によるアロマザリング行動も少な
くなった。 
2 月の母親の行動を分析したところ、新生児
と一緒にいるときは休息が増え、一緒にいない
ときは昆虫探索を含む移動や採食の時間が増え
ていた。5 月にも新生児と一緒にいるときは休
息が増え、一緒にいないときは採食や社会交渉
の時間が増えたが、移動時間には差がなかった。
また、2 月のアロマザーの行動を分析したとこ
ろ、母親と同様に、新生児を連れているときに
は休息の時間が増え、移動や採食の時間が減っ
ていた。 
以上より、新生児には若いメスの関心を引き
つける魅力があり、母親はアロマザーに新生児
を任せることによって、採食や昆虫探索の時間
を増やすことができると考えられる。非血縁個
体もアロマザリングをすることから、この行動
は妹の世話というより、若いメスによるコドモ
のケアのトレーニングになっている可能性が高
い。カリンズ森林のロエストモンキーは昆虫採
食(昆虫探索)に長い時間を割くことがわかって
おり、移動の制限要因となる新生児の運搬を他
個体に任せることが、母親の利益になっている
と考えられる。 
 
② オスの移出入と群れ間関係 
 ロエストモンキーの群れには、陰嚢が青くな
った成熟オスは1頭だけしかいないが、若いオ
スが複数存在する。これらのオスが群れ出身で
移出前の個体であるか、群れ外からの移入個体
であるかが、調査開始当初は不明だった。しか
し、調査期間中、群れ外からの若オスの移出入
を確認した。若オスは単独で群れに移入する場
合と、アルファオスの交代期に一緒に移入する
場合があった。 
 群れ内にいる間は、アルファオスと若オスは
共存しており、オス間でのグルーミング交渉が
見られる。また、群れ間の出会い場面では、若
オスがアルファオスと一緒に他群を威嚇する場
合もある。しかし、成熟間近になった若オスを
アルファオスが群れから追い出した事例があり、
成熟オスの群れ内での共存は難しいようである。 
 群れ間の出会いでは、オス間の敵対的交渉(追
いかけあいとディスプレイ)が見られることが
多い。その際、オスは尾を高く上げて青い陰嚢
を誇示するディスプレイをおこなう。接触を伴
う攻撃的交渉になることは少ない。 
 一方、群れ間交渉の場面で複数のメスとコド
モが直接的な攻撃的交渉をおこなう場合もある。
そのような場面では、複数対複数でにらみ合い
と追いかけあいが起こり、怪我を負うこともあ
る。 
 オスの移出入と群れ間関係についてはまだ十
分なデータがないため、今後、さらにデータを

収集して検討する必要がある。 
 
④考察 
 オナガザルの仲間において、群れの融合や分
裂はあまり観察されておらず、5 年あまりの間
に群れの融合と分裂が連続して起こった理由は
不明である。このような社会変動の続く中、個
体識別をして行動を記録することによって、ロ
エストモンキーの群れ内での個体間関係が明ら
かになってきた。また、社会変動後、それまで
敵対的な関係にあった個体間で親和的な関係が
構築可能であることが示された。 
 ロエストモンキーの群れ間は敵対的である。
小さい群れの場合、融合することによって、隣
接他群との関係を有利に運ぶことができる可能
性がある。 
 群れの融合・分裂・オス間関係などから、ロ
エストモンキーの群れにおいては成熟オスが 1
頭だけ存在する「単雄複雌」の状態が厳格に守
られていることが明らかになった。最初の群れ
融合では、「成熟オスの不在」という状況を、残
されたメスたちが群れの融合という手段で解決
した珍しいケースだったのではないかと考えら
れる。カリンズに同所的に生息するブルーモン
キーやレッドテイルモンキーでは、繁殖期に複
数のオスが群れの中に存在する状態が頻繁に観
察される。単雄複雌という基本構造は多くのグ
エノンで共通しているが、群れ個体数、群れ間
関係、群れ内の個体間関係や、成熟したオスが
共存できるかどうかなど、種間や調査地間で
様々な変異があると考えられる。 
 
(2)グエノン3種の種間関係 
 カリンズ森林で同所的に生息し、遊動域を重
複させている3種のグエノンについて、種間交
渉を記録した。3 種は日常的に出会っており、
ブルーモンキーとレッドテイルモンキーは頻繁
に混群を作ることが知られている。 
 種間で観察された交渉は遊びやグルーミング
などの親和的交渉、追いかけあいなどの敵対的
交渉である。 
 
① 遊び 
 3種の間で、追いかけっこ、レスリングなど
の遊びが観察された。特にブルーモンキーとレ
ッドテイルモンキーの間で頻繁に観察され、ロ
エストモンキーが参加することは稀だった。主
にコドモや若い個体が参加していた。 
 
② グルーミング 
 グルーミング交渉はほとんど起こらない。レ
ッドテイルモンキーが他種に近づいてグルーミ
ングの要求をすることが多かった。 
 
③ 敵対的交渉 
 敵対的交渉も稀にしか起こらない。起こった
場合も、多くは威嚇だけで終わり、直接的な攻



撃になる例は観察されなかった。採食場所をめ
ぐって追いかけたり威嚇したりするようである。 
 
④ 考察 
 種間交渉のデータは少ないが、これまで得ら
れたデータによると、レッドテイルモンキーが
種間交渉により積極的であるようである。3種
の外見はそれぞれ特徴的であり、同種の他群と
は区別していると考えられる。日常的に他種と
出会いを繰り返すことにより、種の違う「知り
合い」として互いに個体識別をしている可能性
がある。 
 霊長類が同所的に生息する他種の動物－霊長
類、哺乳類、鳥類など－をどのように認識して
いるかは、霊長類の認知能力をはかる上で非常
に興味深い。捕食－被食関係などの直接的な利
害関係がない他種との関係性について、さらに
データの蓄積と分析が必要であると考えられる。 
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